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日本の原型炉設計では核融合エネルギーを

1.5GW 程度に設定しており、生成される高温のヘ

リウム（He）イオン（5.3x1020s-1）は主プラズマを加熱

した後、水素イオンと共にSOLへ排出される。一方、

その He 灰（原子）がリサイクリングにより主プラズマ

に再度逆流しないように、ダイバータから He 灰を

排出する必要がある。多種の不純物の並列計算が

可能となった SONIC コードを用い、Ar ガス入射に

よる非接触ダイバータ生成と He 排出の並列計算

を行い、プラズマ中における He の相対密度（イオ

ン密度比：CHe
 =nHe/ni）分布を評価した。 

シミュレーションでは図(a)に示す様に He イオン

もプラズマ粒子(ペレット供給による粒子束に相当)

と同様に主プラズマ周辺の境界(r/a＝0．95)から

排出され、それぞれ 5.3x1020 He/s, 9.6x1021 D/s

（比は 5.7%）とした。サブダイバータ外側の排気口

での排気量に相当する排気率として D2、Ar、He と

もに標準値を2%に設定した。粒子及び不純物の拡

散は単純な衝突拡散モデル(Dimp=0.3m2/s)として

いる。一連の排気計算はリフレクター角度を若干

修正したダイバータ形状で実施した。 

 内側および外側ダイバータでは、それぞれダイ

バータ板の全面およびストライク点付近で低温

(~1eV)の非接触プラズマが生成され、イオン化境

界 に 沿 っ て ヘ リ ウ ム 密 度 は 最 大 7x1019 及 び

3x1019m-3 まで増加している。一方、その下流の非

接触プラズマ領域でのヘリウム灰の密度は図(b)に

示す様に、それぞれ最大 6x1018 及び 4x1018m-3 程

度まで減少すると共に、サブダイバータの排気口

付近では若干増加することがわかる。ここでの He

分圧は（CHe
sub-div=nHe/nD2）は 5％程度に相当する。 

主プラズマ周辺及びダイバータ領域での CHe 分

布を図(c)に示す。ダイバータ下流のイオン化境界

付近での CHe
sol の内外非対称性は比較的小さい

(15%と 10%)が、内側ダイバータ上流で CHe
sol がさら

に増加する。一方、主プラズマ周辺部の CHe
edge（5-

8％）は外側 SOL の CHe
sol と同程度で、原型炉設計

で想定している値(5-7%)に近く燃料希釈の恐れは

ないと思われる。 

発表では、ガスパフや排気量を増減しプラズマ

周辺密度が変化した場合について、非接触ダイバ

ータプラズマの変化と CHe
edge の関係を報告する。 
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(a)原型炉ダイバータ（リフレクター角度の修正後）での He イオン密度分布およびコア領域からの He 粒

子排出、（b）He 灰密度分布、および (c) He のプラズマに対する相対イオン密度分布. 


